















































































































































































































































































































































































































3（TRIA PARTO）になると，地殻科学（La kemio de la terkrusto kaj ĝiaj leĝoj）
や数学（Matematiko）などの自然科学がテーマのもの，そしてレーニンの「マル 
34 城西大学語学教育センター研究年報　第１２号


















































































































































































































































































































































































































11 “UNITED STATES HOLOCAUST MEMORIAL MUSEUM HOLOCAUST 
ENCYCLOPEDIA”https://encyclopedia.ushmm.org/content/ja/article/
pogroms（最終アクセス2020年1月25日）によると，ポグロム（погром）と
は，暴力的に破壊させるという意味。
歴史的には，ロシア帝国のユダヤ人以外の市民が地元のユダヤ人に対して行う暴
力的な攻撃を意味する。ポグロムの実行者は，政府や警察に奨励されながら地元
で組織を編成していたとされる。
12 大島・宮本（1987年），前掲書，P.166.
13 栗栖継「知られざる長谷川テル〈下〉」（『月刊　状況と主体』218号，1994年2月），
P.121.
14 栗栖継「『蟹工船』をエスペラント訳した頃」（『カオスとロゴス』9号，1997年9
月），P.91.
15 大島・宮本（1987年），前掲書，P.165.
16 元東大新人会メンバーで共産党員の西田信春（1903-33）は，1929年の〈四・
一六〉事件で市谷刑務所に収監中，エスペラントを独習している。中野重治から
の差し入れで『プロレタリア・エスペラント講座』第一巻も読んでいるが，期待
外れであったことを次のように書き送っている。
「エス語の講座も有難う。早速読み了つた。僕の頭の悪いせゐかしらないが，非
道く読みづらくて，途中で何度息をついたかも知れない。理論がもう何とも云へ
ない程小難しく述べられてあるんだ。（中略）携帯に便に，何処へでも持つて行
ける様に四六判にしたんだらうが，目がチク
〳 〵
して了ふ。（中略）此の前の君
の手紙だとエスペラントが何だかもう大分実際的に用ひられさうな兆が見えたと
云ふ様なことが書いてあつたと記憶してゐるが，而し此は一体どんな事を具体的
に言つてゐるんだらう。寧ろ他の処で君が云つてゐる様に，農村の青年−多くは
小ブル的な−の間に可成講座が入つてゐると云ふ事実の方が真理に近いだらうと
想像してゐる。日本でエスペラントが労働運動に貢献しうる範囲，程度なんて微
少なものだと思ふ。その明日の価値を今日の価値と可成混同したら，飛んだ過大
な評価をして了ふ危険が多分にあるな」（中野重治宛1931年3月25日）
前衛的活動家からみたプロレタリア・エスペラント運動の評価の一例であるが，
46 城西大学語学教育センター研究年報　第１２号
テキストのなかでも大きな比重を占める理論パートは，知識人にとっても骨の折
れるものであったようである。
西田は第一巻のみで見切りをつけ，次巻以降は頼まなかった。
（書簡の引用は，石堂清倫・中野重治・原泉編『西田信春書簡・追憶』土筆社 
1970年に拠る。）
17 「戦前，エスペラント運動が弾圧された理由は？」（『しんぶん赤旗』2005年3月
31日（木）日本共産党ホームページhttp://www.jcp.or.jp/akahata/最終アクセス
2020年2月2日）
18 リンス（1975年），前掲書，P.108.
19 神村和美「小林多喜二の反戦思想と二十一世紀の〈反戦〉〈平和〉−二つの震災
が及ぼした国難と多喜二の反戦活動を視座に」（『多喜二奪還事件80周年記念論文
集』伊勢崎・多喜二祭実行委員会　2011年），P.78.
20 神村和美（2011年），前掲論文，P.78-81.
21 リンスの前掲書（1975年）P.108-115には，「P
ポ エ ウ
EU」が「日本のエスペラント運動
の伝統的な寛容性に違反」したことで弾圧を招いたという叙述がみられるほか，
左翼的エスペランティストたちがエスペラントの理念的側面を強調しすぎて特高
を刺激したといった「内部的誤り」も指摘されている。また，リンスは，日本で
はエスペラントが「危険な言語」としての烙印を押されたことはなく，当局のテ
ロも偶発的なものであり，計画的におこなわれてはいなかったと述べており，弾
圧した側を擁護する姿勢が窺える。
22 大島・宮本（1987年），前掲書，P.137.
23 大島・宮本（1987年），前掲書，P.139.
24 「骸骨の舞跳」は，新人会メンバーであった守随一によりエスペラント訳された
（発行：JEI）。
なお，注16でも触れた元新人会メンバー西田信春は，1931年1月19日付の中野
重治宛獄中書簡において，「近日エスペラントをやる様になつてから，嫌と云ふ
程目につく秋田雨雀の“骸骨の舞踏
ママ
”を読んだ，Verkaĉoなのに驚かされた。」
（Verkaĉo＝愚作）と否定的な見解を記している。プロレタリア・リアリズムと
かけ離れたプロット，演出に対する当時の活動家の率直な感想とも考えられる。
25 工藤（2017年），前掲書，P.71.，P.155.
26 栗栖継「長谷川テルと私〈中〉」（『月刊　状況と主体』227号，1994年11月），
P.139.　及び大島・宮本（1987年），前掲書，P.179-197を参照。
27 栗栖（1994年11月），前掲論文，P.140.
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